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船舶事故調査報告書 

 

                              令和８年６月１７日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄 

                         委   員  高 橋 明 子 

 

事故種類 乗組員死亡 

発生日時 不明（令和６年１１月２８日 ０８時５５分頃～３０日 １３時００

分頃の間）（医師による船長及び乗組員死亡推定時刻：２８日昼頃） 

発生場所 不明（長崎県壱岐市原島南西方沖～鋸
のこ

埼西方沖） 

事故の概要  漁船昌
まさ

漁
りょう

丸が航行中、船長及び乗組員が落水して死亡した。 

事故調査の経過 令和７年１月２０日、本事故の調査を担当する主管調査官（門司事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者からの意見聴取は、本人が本事故で死亡したため、行わ

なかった。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等  

 

漁船 昌漁丸、４.９トン 

ＮＳ３－５０５５５０（漁船登録番号）、個人所有 

１２.９５ｍ（Lr）×２.４７ｍ×０.８２ｍ、ＦＲＰ 

ディーゼル機関、２５４.００kＷ、平成７年３月４日 

第２９２－３９６６０号（船舶検査済票の番号） 

 乗組員等に関する情報 船長 ５４歳 

一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日 平成６年３月３日 

  免許証交付日 令和６年２月１日 

         （令和１１年３月２日まで有効） 

乗組員 ６４歳 

 死傷者等 死亡 ２人（船長及び乗組員） 

 損傷 操舵室を含む船体上部が損壊（全損） 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、視界 良好 

本船の発見場所の東北東方約９kmにある壱岐航空気象観測所におけ

る観測値は、次のとおりであった。 

月日 時刻 
平均 最大瞬間 

風向 風速（m/s） 風向 風速（m/s） 

１１月 

２８日 

08:00 西北西 4.2 西  9.8 

12:00 西 4.3 西北西  8.7 

16:00 西 4.6 西北西  8.2 

20:00 西 2.4 西北西  4.1 
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24:00 西北西 5.6 北西  9.8 

２９日 04:00 西北西 7.1 西北西 13.4 

08:00 西北西 4.8 北西 10.8 

12:00 北西 7.2 西北西 14.9 

16:00 西 5.4 西 10.3 

20:00 北西 5.7 北西 11.8 

24:00 西北西 3.8 西北西  8.2 

３０日 04:00 北西 3.9 西北西  7.7 

08:00 西北西 6.3 西北西 10.8 

12:00 西北西 3.7 西北西  6.7 

16:00 西北西 3.3 西北西  5.1 

海象：波向 西南西、波高 約２.８ｍ、水温 約２１℃ 

 壱岐市には、２８日０１時３５分から１５時０６分まで暴風警報及

び波浪注意報が発表中であった。 

 壱岐市に発表されていた警報・注意報の経過 

  １１月２５日１０時５５分 強風注意報発表 

        １６時１４分 波浪注意報発表 

     ２８日０１時３５分 強風注意報を暴風警報に切替え 

        １５時０６分 暴風警報を強風注意報に切替え 

     ３０日１６時２４分 強風注意報及び波浪注意報解除 

 事故の経過 

 

 

(1) 本船の出航から行方不明になるまでの経過 

本船は、船長及び乗組員１人が乗り組み、船倉内の漁獲物を水

揚げする目的で、令和６年１１月２８日０８時頃、佐賀県唐津市

唐津港に向け、長崎県壱岐市郷ノ浦
ご う のう ら

港を出航した。（写真１参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  写真１ 本船（漁業協同組合（以下「漁協」という。）提供） 

 

荒天のため漁を中止して郷ノ浦港へ帰航していた僚船（以下

「僚船」という。）の船長は、南方に向けて航行していた本船と原

島南西方沖ですれ違い、荒天の中を出航する本船のことが気にな



- 3 - 

り、本船が０８時５５分頃に波向西、波高約２ｍの波間に隠れて

見えなくなるまで様子を見ていた。 

乗組員の家族は、乗組員から２９日の昼頃に帰港する予定と聞

いていたが、本船が２９日夕刻になっても帰港しなかったので、

乗組員及び船長の携帯電話に電話をしたところ、つながらない旨

の音声ガイダンスが流れて応答がなかった。 

乗組員の家族は、３０日朝になっても乗組員及び船長と連絡が

とれなかったので、同日１０時３０分頃に海上保安庁へ本船が帰

港しないことを通報した。 

(2) 本船及び船長等の捜索状況 

① ３０日１３時００分頃、海上保安庁の航空機が、壱岐市鋸埼

の海岸に転覆した状態で漂着している本船を発見した。（写真２

参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ 本船発見時の写真 

 

② 同日１４時４５分頃、海上保安官及び消防隊員が、本船漂着

場所の東南東方約６００ｍの海岸付近（沖合約５ｍ）の海上に

本船の船首部の残骸を発見した。 

③ 同日１５時４５分頃、消防隊員が、船首部残骸付近にうつ伏

せで浮いていた船長を揚収した。 

④ １２月８日０７時１０分頃、通行人が、唐津市湊町の海岸に

（海上保安庁提供） 

（漁協提供） 
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漂着していた乗組員を発見した。 

(3) 船長及び乗組員の死因等 

① 船長 

 死因は溺水であり、死亡推定時刻は１１月２８日昼頃であ

る。 

② 乗組員 

 死因は不詳であり、死亡推定時刻は１１月２８日昼頃であ

る。 

本船は、令和７年１月１８日、船長の親族が手配した業者によって

引き上げられた。 

（図１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 事故発生場所概略図 

 

 その他の事項 (1) 本船が出航した頃の気象・海象 

 漁協関係者によれば、本船が出航した２８日午前中は、暴風警

本船漂着場所 

船長発見場所 
鋸埼 

郷ノ浦港 

長崎県 

壱岐市 

壱岐郷ノ瀬灯台 

★ 

原島 

× 
× × 

本船が目撃された場所 

乗組員発見場所 

唐津港 

唐津市 
福岡県 

× 
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報及び波浪注意報が発表されており、陸上においても時折突風が

吹いていたので、出漁を取りやめたり、出漁したものの漁ができ

ずに帰航したりする漁船が多かった。 

 １１月２８日０９時の沿岸波浪図によれば、沿岸代表点の一つ

である玄界灘（郷ノ浦港の北北東約３５海里）の波向・波高の推

定値は西南西２.８ｍであった。 

(2) 本船が発見された際の船体等の状況 

 本船は、船底を上にして海岸に漂着しており、操舵室を含む船

体の上部構造物が損壊し、船底から高さ約５０cm の船体部分だけ

が残っていた状態であった。 

 本船の残っていた船体部には、他船との衝突の痕跡は認められ

なかった。 

 本船の舵板は船体から脱落していたが、プロペラ及びプロペラ

軸は外れておらず、変形などはなく海底等と接触した痕跡は認め

られなかった。 

 本船漂着場所付近の海底で、破損した船体の破片や主機から脱

落した部品等が多数発見された。 

(3) 船長及び乗組員が発見された際の両者の状況 

① 船長は、衣服及び救命胴衣を着用していない状態で発見さ

れ、船長の携帯電話は、本船漂着場所付近の海底で発見され

た。漁協関係者によれば、船長はふだん出航中に救命胴衣を着

用していた。 

② 乗組員は、下着シャツ、腹巻きの上に長袖Ｔシャツとフード

付きのウインドブレーカーを２枚重ね着した状態で発見され、

救命胴衣を着用していなかった。当時着用していたと思われる

ウインドブレーカーのズボンが本船漂着場所付近で発見され

た。漁協関係者によれば、乗組員はふだん出航中に救命胴衣を

着用していた。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

不明 

不明 

あり 

(1) 船長は溺死し、乗組員の死因は不詳であった。 

(2) 壱岐市には、１１月２８日０１時３５分から１５時０６分まで

暴風警報及び波浪注意報が発表中であり、本船が出航した後は、

壱岐航空気象観測所における観測値のとおり、西寄りの強風が吹

き続けていた。 

１１月２８日０８時５５分頃、原島南西方沖で、僚船が本船と

すれ違った際、本船は、波向西、波高約２ｍの波を受けながら、

南方に向けて航行していた。 
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(3) 漂着した本船の船体部には、他船との衝突痕は認められなかっ

た。 

(4) 本船のプロペラ及びプロペラ軸に損傷はなく、船体の上部構造

物の破片や主機から脱落した部品等が本船漂着場所付近の海底で

多数発見されたことから、本船は、転覆後、風浪によって漂流

し、本船漂着場所付近で海底の岩場等と接触して損壊したと考え

られる。 

(5) (1)～(4)から、本船は、原島南西方沖から南方に向けて航行

中、風浪によって転覆し、船長及び乗組員が落水し、溺水等によ

り死亡したものと考えられる。しかしながら、目撃者がおらず、

船長及び乗組員が死亡しており、客観的情報も得られなかったこ

とから、その状況を明らかにすることはできなかった。 

原因 本事故は、本船が航行中に風浪によって転覆し、船長及び乗組員が

落水し、溺水等したことにより発生したものと考えられる。 

再発防止策 

 

今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・小型漁船の船長は、出航前に気象警報の発表の有無等、気象及び

海象の情報を収集し、自船の堪
たん

航性から航行が危険であると判断

される場合には、出航を取りやめること。 

 


